JL大会担当部会会議報告

日時：平成19年6月9日　18:30～21:30

場所：横浜・サポセン

出席者：岩田・関口

· ６／３プログラム調整会の報告

· 岩田と橘で参加。

· 活動部屋は昨年と同様の部屋を手配してもらった。

· 食事・入浴は昨年と同じ時間。（夕食17:30、入浴21:00、朝食7:00、昼食12:00）

· 宿泊室はＡ棟の予定。（Ｃ棟に変わるかも）

· 食事のメニューと数量を今月末までに連絡。メニューは厚木市青少年課の和田さんが持っているとのこと

→食事は15日の会議に決定予定。

· 班について

全体での交流を考えると班を編成しない方がたくさんの人と交流できるが、ワークシートを使って交流状況を段階的に理解するには、班を編成してその中での交流を記したほうがいい。よって班は編成。

できる限り他市他学年で人数は５、６人が理想。

学年ごとの班も考えたが、効果は出やすいが勝手に仲良くなってしまうかも。

· 流れについて

最後は楽しんで帰ってもらった方が大会の印象が残るということで、まとめは２日目の午前に行う。

仲間づくりの段階として、以下の交流段階を考えた。

· 全体交流

· 班内の仲間づくり

· 協力のいらないチーム戦（個人戦の連続　ex.リレーなど）

· 協力のいるチーム戦（球技みたいなもの）

· 協力のいるチーム製作

· 協力のいるチーム発表

1日目午後（プロ１）に①②、夜に（プロ２）⑤、2日目午前（プロ３）に⑥とまとめ、午後（プロ４）に④を行う。

プロ１は分割してプロ１，プロ２としてもいい。

· プログラム案

今日の話し合いの中で出たプログラム案

· 全体交流
昔の遊び（だるまさんが転んだ、かごめかごめ、花いちもんめ、鬼ごっこなど）

· 班内の仲間づくり

新聞あそび、GWTゲーム、トランプ、ウノ、班対抗ゲーム（第1回大会のプロ１みたいなもの）、ＣＫＳのゲーム

· 協力のいらないチーム戦（個人戦の連続　ex.リレーなど）
しっぽとり、障害物リレー

· 協力のいるチーム戦（球技みたいなもの）

ドッチビー大会

· 協力のいるチーム製作

班でクラフト

· 協力のいるチーム発表

スタンツ、演劇

特に話し合ったものを以下に記載

· 昔のあそび

ＪＬなら楽しく盛り上がれるだろう、ただ、普段の子ども会活動で最初からできるものかというと疑問。

· 新聞あそび

関口が以前地元で行ったことがある話より。

新聞パズルなど個人で遊べるものから、ファッションショー（新聞を使って班内のひとりをテーマに沿って仮装させる）など班対抗のものまで幅広くあそべる。

ただ、レクゲームと変わらなく見える気もする。

· 班でクラフト

テーマ（ex.森の動物）だけ決めて、自由に製作してもらう。

チームで話し合い、協力して作成できる。

最後に全班で合体することができれば、一体感を生むことができるかも。

· スタンツ、演劇の発表会
班内で協力して作品を作り上げて発表ができる。テーマを決めるとおもしろいかも。

ただ、おふざけに走ってしまう不安も。あまり制約しすぎても自由度が低くなってしまう。→継続審議

· ドッチビー大会

ＪＬにもなじみがあって、子ども会でも注目を浴びているのでいい。

· 次回の会議（６／１３）について

各プロの案出し、決定

ワークシートの進捗状況

（できれば）プロ担当決定

宿題として、プログラム案を１３日の会議までに考えてくる。

· 会議報告

ＭＬ→岩田

議事録→関口

